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【方法】関東甲信越・東海地域の 300 床以上の病院の指導者 1032 人を対象として，2018 年 1月～ 3月に自
記式質問紙による郵送留置法で調査を行った．
【結果】回収数は 811 部（回収率 78.6％）であった . 作成した尺度に欠損があるもの，職位をもつ指導者を除
く 499 人を分析対象とした．指導者の平均年齢 37.9±7.2 年，平均臨床経験年数 15.0±6.5 年，平均指導者
経験年数 5.8 ± 5.0 年，指導者講習会受講後指導者経験年数 3.8±4.3 年であった．先行研究に基づき作成した
36項目の尺度原案から，項目分析を行った．その結果，22項目となり，KMO0.91 となった．探索的因子分
析の結果，16項目 4因子（ｒ＞ 0.4），累積寄与率は 57.4％であった．自己教育力尺度（西村ら ,1995）との
相関係数は 0.48，信頼性係数の Cronbachαは，0.91 であった．各因子について，第 1因子「看護への探求心」，


































































































































己教育力尺度は，4下位概念 4領域 : Ⅰ領域（成長・発
展への志向），Ⅱ領域（自己の対象化と統制），Ⅲ領域
（学習の技能と基盤），Ⅳ領域（自信・プライド・安定性）
で構成されており，全 40 項目各領域 10 項目の尺度で
ある．「はい」：2点，「いいえ」：1点の 2件法で得点化

































指導者の平均年齢は 37.9 ± 7.2 歳であった．平均臨
床経験年数15.0± 6.5年，平均指導者経験年数5.8±5.0
















かった．項目間相関が 0.7 を超えた項目，および I-T 相





的因子分析を行った．回転前固有値 1.0 以上の 4因子を
抽出した．負荷量 0.4 以上の項目決定の基準として，分
析を繰り返し，負荷量が 0.4 未満のものを削除し，最終








尺度全体の Cronbach α係数は，0.91 であった．各
因子においては，第 1因子は 0.83，第 2 因子は 0.82，



























調査対象の指導者は，平均年齢は 37.9 ± 7.2 歳，平
均臨床経験年数 15.0 ± 6.5 年，平均指導者経験年数 5.8
± 5.0 年，指導者講習会受講後指導者経験年数 3.8±4.3
年であり，先行研究（千葉ら，2016）と同様の結果で
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